
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
廃
止
後
の
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

特集
「
後
始
末
型
」か
ら「
予
防
型
」へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
シ
フ
ト

金
融
庁
は
２
０
１
８
年
６
月
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
の
「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
目
標
と
す

る
検
査・監
督
の
考
え
方
と
進
め
方
（
健
全
性
政
策
基
本
方
針
）」
を
公
表
し
、
意
見
募
集
を
行
っ
た
。
現
在
、

意
見
募
集
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
最
終
化
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
健
全
性
政
策
基
本
方
針

の
位
置
付
け
と
目
的
、
新
し
い
健
全
性
政
策
が
目
指
す
方
向
、
個
別
金
融
機
関
の
評
価
の
視
点
お
よ
び
金
融

シ
ス
テ
ム
全
体
の
脆
弱
性
へ
の
対
応
を
記
述
す
る
。
ま
た
最
終
化
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

健
全
性
政
策

金
融
庁
　
総
合
政
策
局

参
事
官
　
尾
﨑 

有

リ
ス
ク
分
析
総
括
課

金
融
証
券
検
査
官

玉
井 

裕
介

　

健
全
性
政
策
基
本
方
針
は
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
目
標
と
す
る
検

査
・
監
督
が
今
後
目
指
す
べ
き
方
向

性
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
等
の
関
係

者
と
双
方
向
の
意
見
交
換
を
行
う
た

め
の
材
料
と
し
て
、
金
融
庁
と
し
て

の
基
本
的
な
考
え
方
と
進
め
方
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

基
本
方
針
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

①
２
０
１
８
年
６
月
に
公
表
し
た

「
金
融
検
査
・
監
督
基
本
方
針
」
で

示
し
た
検
査
・
監
督
全
般
の
方
針
を

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
目
標
と
す

る
検
査
・
監
督
の
分
野
に
適
用
し
た

場
合
に
、
検
査
・
監
督
の
あ
り
方
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
を
示
す
こ

と
、
②
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
確

保
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
目
的

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
整
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
取
組
み
の
理
由
や
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
③

内
外
の
金
融
危
機
の
経
験
の
う
ち
、

今
後
の
検
査
・
監
督
に
と
っ
て
重
要

な
も
の
を
整
理
し
、
金
融
機
関
等
の

関
係
者
と
の
双
方
向
の
対
話
の
材
料

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
訓
の
共
有

を
図
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
│
│

の
３
点
を
目
的
と
し
た
。

　

な
お
、
基
本
方
針
は
、
こ
こ
数
年

金
融
庁
が
取
り
組
ん
で
き
た
検
査
・

監
督
の
見
直
し
の
内
容
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
り
、
基
本
方
針
の
公
表
を

機
に
ま
っ
た
く
新
し
い
取
組
み
を
始

め
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

健
全
性
政
策
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
金
融
危
機

の
発
生
を
予
防
す
る
と
同
時
に
、
仮

健
全
性
政
策
基
本
方
針
の

位
置
付
け
と
目
的

健
全
性
政
策
が
目
指
す
方
向

金融財政事情2019．　3．　4 22



検査マニュアル廃止後の金融モニタリング特集
に
発
生
し
た
場
合
の
影
響
を
最
小
化

す
る
こ
と
を
中
心
的
な
目
標
と
し
て

い
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
が
安
定
す
れ

ば
、
金
融
仲
介
機
能
が
発
揮
さ
れ
る

条
件
が
整
い
、
企
業
・
経
済
の
成
長

に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
預
金
者
の
保

護
が
図
ら
れ
、
国
民
の
安
定
的
な
資

産
形
成
に
つ
な
が
る
。

　

金
融
庁
は
90
年
代
以
降
、
金
融
危

機
に
対
処
す
る
中
に
お
い
て
、
厳
格

な
資
産
査
定
に
基
づ
く
償
却
・
引
当

と
自
己
資
本
比
率
規
制
の
適
用
を
中

心
と
し
た
検
査
・
監
督
を
実
施
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

当
時
の
わ
が
国
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

っ
た
不
良
債
権
問
題
の
解
決
と
金
融

シ
ス
テ
ム
の
機
能
回
復
に
寄
与
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
国
内
市
場
の
縮
小
、

世
界
的
な
低
金
利
環
境
、
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
な
ど
の
技
術
革
新
、
金
融
機
関

を
巡
る
リ
ス
ク
の
所
在
と
形
態
の
変

化
の
ス
ピ
ー
ド
の
高
ま
り
な
ど
、
金

融
機
関
を
と
り
ま
く
環
境
は
変
化
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
新
た
な
問
題
の

発
生
を
予
防
し
て
い
く
た
め
に
は
、

過
去
の
負
の
遺
産
の
後
始
末
に
重
点

を
置
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
必
ず
し
も

機
能
し
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
健
全
性

政
策
で
は
、
①
健
全
性
の
判
断
に
あ

た
り
個
々
の
金
融
機
関
の
全
体
と
し

て
の
健
全
性
や
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
包
括
的
、
実

質
的
に
判
断
す
る
こ
と
、
②
危
機
に

事
後
的
に
対
処
す
る
だ
け
で
な
く
、

危
機
を
予
防
す
る
た
め
に
課
題
を
先

取
り
し
て
対
応
す
る
こ
と
、
③
金
融

機
関
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
抑
制
す
る

こ
と
だ
け
に
か
た
よ
っ
た
対
応
を
取

る
の
で
は
な
く
、
金
融
機
関
が
創
意

工
夫
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
、

適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
通
じ
た
健

全
性
の
確
保
を
実
現
す
る
こ
と
│
│

の
３
点
に
重
点
を
置
く
。

　

従
来
の
検
査
・
監
督
に
お
い
て
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
健
全
性
の
評
価
の

視
点
の
う
ち
、
資
産
の
質
、
資
本
、

リ
ス
ク
管
理
が
重
視
さ
れ
、
し
か
も
、

不
良
債
権
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
現

時
点
で
自
己
資
本
の
最
低
基
準
に
抵

触
し
て
い
な
い
か
、
管
理
態
勢
が
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
項
目
を
満
た
し
て

い
る
か
│
│
と
い
っ
た
後
始
末
型
で

形
式
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
中
心
で
あ

っ
た
（
図
表
）。
収
益
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
、
流
動
性
に
つ
い
て
も
評
価

す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
当
期
純
利

益
が
赤
字
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
ど

の
業
務
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
か
、

（
経
営
が
悪
化
し
て
か
ら
）
資
金
繰

り
が
大
丈
夫
か
│
│
な
ど
過
去
を
重

個
別
金
融
機
関
の
健
全
性
の
評
価

─
ミ
ク
ロ
健
全
性
の
視
点

〔図表〕 金融機関の健全性の評価の視点

（出所）　金融庁

流動性資本

収益

リスクテイク

資産の質

リスク管理

（後始末型）

・経営悪化時に資金
　繰りをチェック。

・現時点で最低基準
　（４％、８％）に抵
　触していないか。

・検査マニュアルの
　項目を満たしてい
　るか。

・当期純利益が赤字
　になっていないか。

・不良債権になって
　いないか。

・過大なリスクを
　取っていないか。

・どの業務で収益を
　上げているか。

従来の視点 これからの視点

ビジネスモデル
・リスクに見合った
　収益を確保し続け
　られるか。

ビジネスモデル

流動性

リスクテイク リスク管理

（予防型）

・外貨を含め、安定
　した調達構造を有
　しているか。

・将来最低基準に抵
　触する蓋然性はど
　うか。

・課題を先取りし機
　動的に対応できる
　か。

・借り手の実態を把
　握し、将来損失を
　的確に見積もって
　いるか。

・収益を持続的に確
　保できるリスクテ
　イクができている
　か。

・以下の要素が全体として成り立つようなか
　たちで顧客に付加価値を提供できるモデル
　を構築しているか。

資本

収益

資産の質
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特集
視
し
た
評
価
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
。
ま
た
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
つ
い

て
も
、
過
大
な
リ
ス
ク
を
取
っ
て
い

な
い
か
が
重
視
さ
れ
、
金
融
機
関
の

創
意
工
夫
の
発
揮
に
は
力
点
が
置
か

れ
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
後
始
末
型
の

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
将
来
の
問
題
発

生
を
予
防
す
る
こ
と
を
重
視
（
予
防

型
）
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
シ
フ
ト
さ

せ
て
い
く
。

　

過
去
の
金
融
機
関
の
活
動
の
結
果

で
あ
る
資
産
の
質
や
資
本
だ
け
で
な

く
、
持
続
可
能
な
健
全
性
を
評
価
す

る
た
め
、
収
益
を
持
続
的
に
確
保
で

き
る
リ
ス
ク
テ
イ
ク
が
で
き
て
い
る

か
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
収
益
を
確

保
し
続
け
ら
れ
る
か
見
極
め
る
こ
と

を
重
視
す
る
。
資
産
の
質
や
資
本
に

つ
い
て
も
、
現
時
点
の
状
況
だ
け
で

な
く
、
借
手
の
実
態
を
把
握
し
、
将

来
損
失
を
的
確
に
見
積
も
っ
て
い
る

か
、
将
来
最
低
基
準
に
抵
触
す
る
蓋

然
性
は
ど
う
か
│
│
と
い
っ
た
観
点

で
見
て
い
く
。
流
動
性
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
の
経
営
が
悪
化
し
て
か
ら

で
は
な
く
、
平
時
か
ら
安
定
し
た
調

達
構
造
を
有
し
て
い
る
か
な
ど
に
着

目
し
、
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
は
、

形
式
で
は
な
く
、
課
題
を
先
取
り
し

機
動
的
に
対
応
で
き
る
か
と
い
っ
た

点
を
確
認
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
他
と
並
列

の
一
つ
の
評
価
項
目
と
し
て
で
は
な

く
、
他
の
要
素
が
全
体
と
し
て
成
り

立
つ
よ
う
な
か
た
ち
で
顧
客
に
付
加

価
値
を
提
供
し
て
い
る
モ
デ
ル
を
構

築
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で
評
価

し
て
い
く
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
項
目
の
重
要

性
や
相
互
関
係
は
異
な
る
た
め
、
全

体
と
し
て
整
合
的
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
持
続
可
能
な
も
の
と
は
い
え

な
い
。

　

過
去
の
金
融
危
機
に
お
い
て
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
と
実
体
経

済
の
悪
化
、
金
融
市
場
の
機
能
低
下

と
金
融
機
関
の
損
失
拡
大
の
間
で
お

互
い
に
強
め
合
う
プ
ロ
セ
ス
が
生
じ
、

危
機
が
深
刻
化
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
の
た
め
に
は
、

個
別
金
融
機
関
の
健
全
性
確
保
に
加

え
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
脆
弱
性

を
評
価
・
分
析
し
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

・
リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
防
ぐ
視
点

（
マ
ク
ロ
健
全
性
の
視
点
）
が
必
要

で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
顕
在

化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
こ
れ
に
つ
な

が
る
①
不
動
産
や
有
価
証
券
な
ど
の

資
産
価
格
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ

か
ら
の
乖
離
、
②
市
場
参
加
者
の
レ

バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大
や
満
期
・
流
動
性

変
換
の
拡
大
、
③
金
融
機
関
間
の
相

互
連
関
性
や
金
融
取
引
の
複
雑
性
の

拡
大

│
な
ど
の
脆
弱
性
を
特
定
・

評
価
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
脆
弱
性
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
応

を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
国
際
合
意
に
沿
っ

て
自
己
資
本
比
率
規
制
に
カ
ウ
ン
タ

ー
シ
ク
リ
カ
ル
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
枠

組
み
を
導
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
枠

組
み
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
活
用
を
含
め
、

脆
弱
性
の
性
質
に
応
じ
た
最
適
な
監

督
上
の
対
応
を
模
索
し
て
い
く
。
そ

の
際
、
例
え
ば
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
の
脆
弱
性
は
個
別
金
融
機
関
の
リ

ス
ク
の
過
小
評
価
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ

の
ゆ
が
み
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
な
ど
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
視

点
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
脆
弱
性
の
特
定
・
評
価
に
お
い

て
も
、
こ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
の
対

応
に
お
い
て
も
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
と
個
別
金
融
機
関
の
健
全
性
の

両
面
の
総
合
的
な
把
握
の
上
に
立
っ

て
一
体
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目

指
す
。

　

健
全
性
政
策
基
本
方
針
に
対
し
て

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
幅
広

い
関
係
者
と
の
対
話
の
機
会
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

特
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
や
個
別

金
融
機
関
の
健
全
性
の
確
保
と
金
融

仲
介
機
能
の
発
揮
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す

る
検
査
・
監
督
対
応
の
関
係
に
つ
い

て
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
て
最
終
化
を
行
っ

て
い
く
。

金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
へ
の
対
応

─
マ
ク
ロ
健
全
性
の
視
点

最
終
化
に
向
け
た
課
題

お
ざ
き
　
ゆ
う

92
年
大
蔵
省
入
省
。
金
融
庁
監
督
局

総
務
課
課
長
補
佐
、
検
査
局
審
査
課

長
な
ど
を
経
て
、
18
年
７
月
か
ら
現

職
。

た
ま
い
　
ゆ
う
す
け

02
年
東
京
税
関
入
関
。
金
融
庁
検
査

局
企
画
審
査
課
企
画
調
整
第
二
係
長

な
ど
を
経
て
、
18
年
７
月
か
ら
現
職
。
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